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デルは､ エネルギーの伝播可能性によ り､ おそ らく理想気体と同 じような意味で
の無限系のエルゴー ド性は満たしていると思われ る｡ つ まり､ 有限系のエルゴー
ド性 という条件は､ 熱力学的振舞 いの成立に関 しては厳 しすぎるが､ 無限系がベ
ル ヌーイであったとしても､ 高 々平衡統計力学の成立 しか保証は しないというこ
とになる｡ 従 って､ 今後研究すべ きことは､ 緩和や熱伝導な どの物理現象に対応
した､ それ らを成立 させるための力学系に関す る条件 を､ 純化 した形で取 り出す
ことにある｡ この 日標 を目指 して､ 現在 も研究は進行中である｡
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L-Gdx車 上 言か U(d)], (1)
で記述される一次元非線形クラインゴル ドン方程式を考える｡ソリトン解を持っポテンシャル
U(♂)として代表的なものに
u(♂)-1-cos¢:サインゴルドン,
U(♂)-sech2R(1-cos¢)･itanl12R(llCOS2¢),
0≦ R<oo:ダブルサインゴル ドン,
U(め)-去(- ¢2)2‥フアイ 4乗,
(2)
がある｡サインゴル ドン方程式は可積分系としてよく知られた系であり無限個の保存量を持っ ｡
非線形クラインゴル ドン方程式は,ポテンシャルU(め)の形によらず常に2つの保存量を持っ｡
第 1番目は運動量
J1--Jニd函 t転 ,
-611-
(5)
